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は
じ
め
に
　
早
稲
田
大
学
が
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
創
立
の
最
大
の
功
労
者
小
野
梓
の
思
想
家
と
し
て
の
全
貌
を
、
そ
の
著
作
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
、『
小
野
梓
全
集
』（
以
下
『
全
集
』
と
表
記
）
全
五
巻
の
編
集
・
刊
行
を
決
定
し
た
の
は
、
一
九
七
七
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
三
年
に
発
足
し
た
指
定
課
題
研
究
「
小
野
梓
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
研
究
と
資
料
蒐
集
で
あ
り
、
刊
行
決
定
後
は
こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
刊
行
事
業
の
推
進
母
体
と
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
も
と
で
資
料
蒐
集
作
業
と
全
集
企
画
化
の
実
質
的
な
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
佐
藤
能
丸
氏
で
あ
る
。『
全
集
』
の
刊
行
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
（
本
資
料
セ
ン
タ
ー
の
前
身
）
を
編
集
者
、
早
稲
田
大
学
を
発
行
者
と
し
て
、
一
九
七
八
年
六
月
に
開
始
さ
れ
、
一
九
八
二
年
三
月
を
も
っ
て
完
結
し
た
。『
全
集
』
の
編
集
は
編
集
委
員
会
が
担
当
し
た
が
、
私
は
当
時
、
大
学
史
編
集
所
の
嘱
託
と
し
て
、
阿
部
恒
久
氏
と
と
も
に
編
集
の
実
務
を
担
小
野
梓
の
米
英
留
学
│
│ 
履
歴
事
項
の
検
証
と
確
定 
│
│
大
日
方　
純　
夫
20
当
し
た
。
　
こ
の
『
全
集
』
は
、
当
初
予
定
し
た
全
五
巻
の
ほ
か
に
、
小
野
梓
の
「
年
譜
」・「
著
作
目
録
」
な
ど
を
収
録
し
た
別
冊
を
、
第
五
巻
と
同
時
に
刊
行
し
た
。
私
も
こ
の
「
年
譜
」
作
成
に
か
か
わ
っ
た
が
、
そ
の
際
の
〝
難
問
〞
の
一
つ
は
、
米
英
留
学
に
関
す
る
履
歴
事
項
を
い
か
に
確
定
す
る
か
で
あ
っ
た
。
米
英
留
学
に
関
し
て
は
、「
年
譜
」
作
成
当
時
、
小
野
が
後
年
に
な
っ
て
記
し
た
「
自
伝
志
料
」、
小
野
自
身
が
作
成
し
た
履
歴
書
、
留
学
先
か
ら
小
野
が
出
し
た
書
簡
な
ど
の
わ
ず
か
な
資
料
し
か
手
元
に
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
間
に
は
、
履
歴
事
項
に
関
す
る
著
し
い
齟
齬
・
矛
盾
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
限
界
の
な
か
で
「
年
譜
」
は
作
成
さ
れ
た
が
、
小
野
研
究
の
決
定
版
で
あ
る
『
全
集
』
と
と
も
に
、「
年
譜
」
記
載
事
項
も
〝
決
定
版
〞
と
し
て
、
そ
の
後
の
研
究
や
言
及
の
前
提
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
、
こ
の
〝
決
定
版
〞
を
修
正
す
べ
き
重
要
な
事
実
が
確
認
さ
れ
て
き
て
い
る
。
以
下
で
は
、
か
つ
て
「
年
譜
」
作
成
に
か
か
わ
っ
た
者
の
責
任
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
小
野
梓
の
米
英
留
学
に
関
す
る
履
歴
事
項
に
検
証
を
加
え
、
可
能
な
限
り
の
事
実
確
定
を
お
こ
な
っ
て
、「
年
譜
」
記
載
事
項
の
修
正
を
は
か
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
一　
ア
メ
リ
カ
へ
の
自
費
留
学
　
『
全
集
』
の
「
年
譜
」
で
は
、
小
野
梓
の
ア
メ
リ
カ
留
学
に
つ
い
て
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
事
柄
と
し
て
、「
二
月
頃
、
横
浜
か
ら
出
帆
し
て
渡
米
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
至
り
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
到
着
、
同
地
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
に
師
事
し
、
法
律
を
学
び
始
め
る
」
と
記
し
て
い
る
。
典
拠
文
献
と
し
た
の
は
、『
全
集
』
第
五
巻
収
録
の
「
自
伝
志
料
」（『
全
集
』
第
五
巻
三
一
三
頁
）
と
「
履
歴
書
」（
同
三
一
八
頁
）
で
あ
る
。
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「
自
伝
志
料
」
に
よ
れ
ば
、
米
国
渡
航
ま
で
の
経
緯
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る１
。
す
な
わ
ち
、「
午
の
七
月
頃
」、
米
国
の
郵
船
に
乗
っ
て
上
海
に
渡
航
し
た
。
上
海
か
ら
中
国
内
部
を
あ
ち
こ
ち
巡
っ
て
、「
其
年
十
一
月
の
初
め
頃
」、
再
び
上
海
に
帰
り
、
公
用
で
上
海
に
来
た
小
野
義
真
と
相
談
し
て
、
い
っ
た
ん
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
欧
米
に
留
学
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
、
義
真
と
と
も
に
日
本
に
帰
り
、
し
ば
ら
く
大
坂
に
留
ま
っ
て
い
た
。「
翌
年
の
春
」、
小
野
義
真
に
つ
い
て
東
京
に
出
、
洋
行
の
用
意
に
取
り
掛
か
っ
て
、
横
浜
で
英
語
を
学
ん
だ
。
間
も
な
く
用
意
も
整
っ
た
の
で
、
ま
ず
米
国
に
留
学
す
る
こ
と
と
し
、「
其
年
の
二
月
」、
米
国
郵
船
に
乗
っ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
赴
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
午
」
は
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
（
以
下
、
時
期
確
定
と
い
う
本
稿
の
性
格
上
、
年
表
記
は
年
号
を
中
心
に
記
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
西
暦
を
補
う
こ
と
に
す
る
）
で
あ
る
か
ら
、
東
京
に
出
た
「
翌
年
の
春
」
と
は
、
明
治
四
年
の
春
で
あ
り
、
米
国
に
出
発
し
た
「
其
年
の
二
月
」
と
は
、
明
治
四
年
二
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
で
は
、
も
う
一
つ
の
典
拠
で
あ
る
「
履
歴
書
」
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
小
野
自
ら
が
作
成
し
た
履
歴
書
は
、
現
在
、
四
種
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
司
法
省
に
任
官
す
る
際
に
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
明
治
九
年
七
月
の
「
履
歴
書
」（
Ａ
）、
司
法
省
書
記
官
か
ら
元
老
院
書
記
官
に
転
属
し
た
時
の
明
治
一
一
年
三
月
の
「
履
歴
書
」（
Ｂ
）、
会
計
検
査
院
一
等
検
査
官
に
昇
進
し
た
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
明
治
一
四
年
七
月
の
「
履
歴
」（
Ｃ
）、
自
編
の
稿
本
「
東
洋
詩
文 
付
履
歴
」
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
東
洋
履
歴
」（
Ｄ
）
の
四
つ
で
あ
る
。
Ａ
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
諸
官
進
退
」、
Ｂ
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
進
退
往
復
録
」、
Ｃ
は
会
計
検
査
院
所
蔵
の
「
高
等
官
履
歴
書
」
の
な
か
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
小
野
が
正
式
に
提
出
し
た
公
的
書
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
Ｄ
は
、
小
野
が
「
東
洋
詩
文
」
を
ま
と
め
た
際
に
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、明
治
一
四
年
一
〇
月
の
免
官
ま
で
の
履
歴
を
記
し
て
い
る
。Ｄ
の
記
載
は
、
Ａ
と
重
な
る
時
期
は
Ａ
の
内
容
と
基
本
的
に
同
一
で
あ
り
（
Ａ
・
Ｄ
と
Ｂ
・
Ｃ
で
は
、
記
載
内
容
が
若
干
相
違
す
る
）、
そ
れ
以
後
、
明
治
一
四
年
六
月
ま
で
の
時
期
は
Ｃ
と
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
（
Ｂ
は
年
月
し
か
記
載
し
て
い
な
い
が
、Ｃ
・
Ｄ
は
年
月
日
ま
で
の
記
載
が
あ
る
）。し
た
が
っ
22
て
、
Ｄ
は
Ａ
を
Ｃ
で
補
い
、
さ
ら
に
Ｃ
以
後
の
履
歴
事
項
を
追
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ら
Ａ
〜
Ｄ
の
ア
メ
リ
カ
留
学
に
関
す
る
記
載
は
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
【
Ａ
】
明
治
三
年
二
月
自
費
を
以
て
米
国
に
游
び
、
法
学
を
ド
ク
ト
ル 
ヂ
ヨ
ン
ソ
ン
氏
に
受
く
。
爾
後
米
洲
に
留
学
す
る
三
歳
に
近
し
。
【
Ｂ
】
明
治
三
年
弐
月
自
費
を
以
て
米
国
に
留
学
し
、
制
法
並
に
経
済
科
を
講
ず
。
【
Ｃ
】
明
治
三
年
二
月
自
費
を
以
て
米
国
に
留
学
し
、
法
律
・
経
済
の
学
を
受
く
。
爾
後
米
国
に
留
学
す
る
こ
と
殆
ん
ど
三
歳
。
【
Ｄ
】
明
治
三
年
二
月
自
費
を
以
て
米
国
に
留
学
し
、
法
学
を
博
士
ヂ
ヨ
ン
ソ
ン
氏
に
受
く
。
爾
後
米
国
に
留
学
す
る
こ
と
殆
ん
ど
三
歳
。
　
す
な
わ
ち
、
微
妙
な
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
米
国
留
学
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
明
治
三
年
二
月
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
留
学
へ
の
出
発
は
履
歴
書
に
あ
る
「
明
治
三
年
二
月
」
な
の
か
、「
自
伝
志
料
」
の
「
明
治
四
年
二
月
」
な
の
か
。
留
学
か
ら
ほ
ど
な
い
時
期
に
自
ら
が
作
成
し
て
任
官
先
に
提
出
し
た
正
式
の
文
書
に
依
拠
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
後
年
に
執
筆
し
た
「
自
伝
志
料
」
に
依
る
べ
き
か
。
　
か
つ
て
「
年
譜
」
を
作
成
し
た
際
、
か
な
り
判
断
に
迷
っ
た
が
、
履
歴
書
は
「
明
治
三
年
」
で
あ
る
は
ず
の
中
国
行
を
「
明
治
二
年
」
と
記
す
な
ど
、
重
要
な
錯
誤
が
あ
る
こ
と
か
ら
（
中
国
行
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
年
九
月
四
日
に
中
国
か
ら
出
し
た
と
推
定
さ
れ
る
書
簡
が
あ
る
）、
ア
メ
リ
カ
行
に
つ
い
て
も
、
年
を
取
り
違
え
た
も
の
と
判
断
し
て
、「
明
治
四
年
二
月
」
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
こ
の
推
定
に
は
、
小
野
の
伝
記
で
あ
る
永
田
新
之
允
『
小
野
梓
』
の
記
述
か
ら
も
、
西
村
眞
次
『
小
野
梓
伝
』
か
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
出
発
が
「
明
治
四
年
二
月
」
と
読
み
取
れ
る
こ
と
が
、
大
き
く
あ
ず
か
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
永
田
『
小
野
梓
』
は
、
ア
メ
リ
カ
渡
航
に
関
し
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る２
。
此
く
し
て
明
治
四
年
の
春
は
来
り
ぬ
、
政
治
の
上
に
も
多
く
の
改
革
あ
り
て
世
間
は
着
々
風
色
を
変
化
す
る
の
有
様
な
り
し
が
、
君
は
洋
行
々
々
の
23
念
に
一
心
を
集
中
し
て
脇
目
も
振
ら
ず
、
軈
て
義
真
氏
に
随
ひ
東
京
に
出
で
発
程
の
準
備
を
整
へ
ぬ
暫
く
し
て
幸
運
は
君
の
上
に
来
れ
り
、
盖
し
大
関
某
な
る
人
頗
る
君
の
人
物
に
服
し
且
つ
其
外
遊
の
志
を
嘉
し
君
に
与
ふ
る
に
在
学
の
資
を
以
て
し
自
ら
伴
ふ
て
渡
米
の
途
に
上
ら
ん
こ
と
を
承
諾
せ
し
な
り
、
君
の
喜
は
往
年
岩
村
氏
の
上
京
に
伴
随
せ
し
時
よ
り
勝
る
万
層
、
乃
ち
出
帆
時
日
ま
で
に
多
少
日
子
を
剰
す
ゆ
へ
に
横
浜
に
て
英
語
の
熟
達
を
勉
め
傍
ら
旅
装
を
用
意
し
つ
ゝ
あ
り
し
が
、
二
月
に
至
り
出
る
其
日
も
遂
に
来
り
た
れ
ば
中
村
重
遠
翁
以
来
の
焦
慮
を
肩
よ
り
卸
し
、
新
し
き
前
程
と
希
望
と
を
胸
に
抱
き
、
万
里
よ
り
吹
来
る
扶
桑
の
風
に
孕
ま
れ
て
征
衣
は
既
に
漫
々
た
る
大
平
洋
上
に
浮
び
ぬ
　
ま
た
、
西
村
『
小
野
梓
伝
』
も
、「
四
年
の
早
春
、
義
真
が
東
京
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
彼
れ
も
其
行
を
共
に
し
た
。
そ
し
て
英
語
を
横
浜
で
習
ひ
、
ぼ
つ
ぼ
つ
洋
行
の
準
備
に
取
り
か
ゝ
つ
た
。
二
月
に
は
も
は
や
用
意
が
出
来
た
の
で
、
米
国
汽
船
に
乗
つ
て
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
つ
た
」
と
書
い
て
い
る３
。「
自
伝
志
料
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し
て
、『
全
集
』
の
「
年
譜
」
で
は
、
小
野
梓
の
ア
メ
リ
カ
留
学
へ
の
出
発
時
期
を
「
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
二
月
頃
」
と
〝
確
定
〞
し
、
こ
れ
が
以
後
の
小
野
に
関
す
る
研
究
や
言
及
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
。
　
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、
荒
船
俊
太
郎
氏
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
嘱
託
）
が
、『
早
稲
田
学
報
』
に
「
資
料
紹
介　
小
野
梓
留
学
関
係
資
料
」
を
発
表
す
る
に
及
ん
で４
、
こ
の
〝
定
説
〞
は
く
つ
が
え
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
八
年
当
時
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
助
手
の
職
に
あ
っ
た
荒
船
氏
が
、
小
野
梓
の
曽
孫
小
野
一
雄
氏
か
ら
の
情
報
と
資
料
提
供
に
も
と
づ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
小
野
氏
は
丹
念
な
探
索
に
よ
っ
て
収
集
し
た
資
料
を
ご
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
公
開
し
て
い
る
）。ま
た
、あ
わ
せ
て
永
田
が
『
小
野
梓
』
の
な
か
で
、
留
学
資
金
を
援
助
し
、
小
野
を
伴
っ
て
渡
米
し
た
と
し
て
い
た
「
大
関
某
」
が
誰
な
の
か
も
判
明
し
た
。
　
結
論
を
述
べ
れ
ば
、「
大
関
某
」
と
は
、
下
野
国
（
現
栃
木
県
）
の
旧
黒
羽
藩
主
大
関
増
勤
の
こ
と
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
出
発
は
、
明
治
四
年
で
は
な
く
、
明
治
五
年
の
二
月
一
八
日
（
陽
暦
三
月
二
六
日
）
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
年
譜
」
の
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
関
す
る
〝
謎
〞、
す
な
わ
ち
、「
年
初
」
上
京
し
て
「
渡
米
準
備
の
た
め
横
浜
の
修
文
館
で
英
語
を
学
び
、
24
同
館
寄
宿
舎
で
パ
ー
レ
ー
の
『
万
国
史
』
の
訳
出
に
励
む
」
と
い
う
記
載
と
、「
二
月
頃
、
横
浜
か
ら
出
帆
」
と
い
う
記
載
と
が
、
時
期
的
に
余
り
に
も
近
接
し
て
い
て
不
自
然
だ
と
い
う
疑
問
は
解
消
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
京
し
て
か
ら
出
帆
す
る
ま
で
の
ほ
ぼ
一
年
間
が
、
英
語
学
習
等
、
留
学
の
準
備
に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
　
大
関
家
が
残
し
た
資
料
群
は
、「
大
関
家
文
書
」
と
し
て
栃
木
県
大
田
原
市
の
黒
羽
芭
蕉
の
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
な
か
に
小
野
の
渡
航
に
か
か
わ
る
記
録
の
あ
る
「
御
願
届
留
録
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
以
下
、
荒
船
氏
に
よ
る
「
資
料
紹
介
」
に
依
り
つ
つ
、
確
定
さ
れ
た
事
実
を
述
べ
て
お
こ
う
。
　
大
関
が
明
治
五
年
二
月
、
高
知
県
出
張
所
に
対
し
て
申
請
し
た
文
言
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
私
儀
此
度
米
国
留
学
之
儀
願
出
御
聞
済
ニ
相
成
候
処
、
御
県
貫
属
平
民
小
野
梓
と
申
者
多
年
洋
行
之
儀
相
志
居
候
趣
ニ
付
、
学
資
諸
雑
費
等
一
切
私
引
受
同
伴
仕
筈
ニ
候
間
、
渡
海
之
儀
不
差
支
様
仕
度
奉
願
候
也
　
洋
行
の
希
望
を
抱
い
て
い
る
小
野
梓
と
い
う
も
の
が
い
る
の
で
、
学
資
・
諸
雑
費
な
ど
一
切
を
自
分
が
負
担
し
て
随
行
さ
せ
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
関
増
勤
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
小
野
と
同
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
大
関
は
自
ら
の
側
近
の
瀬
谷
小
次
郎
と
小
野
と
を
伴
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
留
学
に
旅
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
荒
船
氏
の
資
料
紹
介
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
に
よ
れ
ば
、
二
月
二
〇
日
付
で
文
部
省
に
届
け
出
た
文
書
の
控
え
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
県
貫
属
士
族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
谷
小
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
県
貫
属
平
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野　
　
梓
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亜
米
利
加
合
衆
国
留
学
一
ヶ
年
学
資
一
人
千
ト
ル
見
込
、
横
浜
よ
り
ニ
ウ
ヨ
ウ
ク
迄
諸
雑
費
一
人
三
百
七
拾
八
ト
ル
見
込
、
前
二
人
相
集
諸
雑
費
共
ニ
私
引
受
同
道
仕
度
此
段
御
達
申
上
候
、
以
上
　
す
な
わ
ち
、
大
関
が
負
担
し
た
小
野
の
留
学
費
用
は
、
一
年
間
分
の
学
費
一
〇
〇
〇
ド
ル
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
の
旅
費
三
七
八
ド
ル
余
で
あ
っ
た
。
　
大
関
・
小
野
ら
を
乗
せ
た
飛
脚
船
「
ア
メ
リ
カ
号
」
は
、
明
治
五
年
二
月
一
八
日
（
陽
暦
三
月
二
六
日
）
正
午
、
横
浜
を
出
港
し
た
。
一
八
七
二
年
三
月
三
〇
日
付
の
〝T
he Japan W
eekly M
ail
〞
も
、
蒸
気
船A
m
erica
は
三
月
二
六
日
に
出
帆
し
た
と
し
て
お
り
、
四
月
六
日
付
の
同
紙
で
「O
no
」（
小
野
）・「O
zich
」（
大
関
）
ら
の
乗
船
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
船
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
外
債
募
集
事
業
を
担
当
す
る
大
蔵
少
輔
吉
田
清
成
の
一
行
も
乗
船
し
て
い
た
。
そ
の
公
式
記
録
で
あ
る
「
在
欧
吉
田
少
輔
往
復
書
類
」
に
は
、「
元
黒
羽
県
知
事　
大
関
増
勤
」「
同
随
従
瀬
谷
小
次
郎
」「
小
野
梓
」
と
、
小
野
ら
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る５
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
同
船
し
た
日
本
人
は
、「
吉
田
大
蔵
少
輔
」「
大
鳥
大
蔵
少
丞
」
以
下
、
大
関
・
小
野
ら
を
含
め
て
総
勢
四
七
人
で
あ
っ
た
。
　
小
野
は
吉
田
ら
と
二
四
日
間
の
船
旅
を
と
も
に
し
た
か
ら
、
同
行
者
と
は
互
い
に
相
知
る
間
柄
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
航
路
の
状
況
を
吉
田
清
成
の
記
録
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る６
。
二
月
一
八
日
（
陽
暦
三
月
二
六
日
） 　
見
送
諸
友
来
リ
別
ヲ
告
ク
、
東
風
ニ
向
テ
解
纜
ス
。
快
晴
　
　
一
九
日
（　
　
　
　
二
七
日
） 　
快
晴
、
風
昨
ニ
比
ス
レ
ハ
稍
烈
シ
、
船
客
大
ニ
海
病
ニ
臥
ス
。
　
　
二
〇
日
（　
　
　
　
二
八
日
） 　
朝
風
雨
頗
ル
烈
シ
、
十
字
比
ヨ
リ
晴
、
然
レ
ト
モ
波
猶
高
シ
。
　
　
二
一
日
（　
　
　
　
二
九
日
） 　
晴
、
波
濤
稍
穏
ナ
リ
。
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二
二
日
（　
　
　
　
三
〇
日
） 　
雨
、
波
濤
頗
激
烈
、
船
大
動
揺
ス
ル
又
甚
シ
。
　
　
二
三
日
（　
　
　
　
三
一
日
） 　
晴
、
波
濤
弥
激
烈
、
食
堂
ノ
器
椅
子
顛
倒
ス
ル
ニ
至
ル
。
　
　
二
四
日
（　
　
四
月　
一
日
）  　
風
未
収
、
時
々
驟
雨
来
ル
、
日
曜
日
ニ
テ
船
中
食
堂
ニ
テ
説
法
ノ
様
ナ
ル
コ
ト
ア
リ
、
西
洋
人
出
席
シ
テ
講
ス
、
後
日
曜
日
皆
斯
ノ
如
シ
。
　
　
二
五
日
（　
　
　
　
　
二
日
） 　
晴
、
船
猶
動
揺
、
此
比
順
風
ナ
レ
ト
モ
強
風
ナ
レ
ハ
波
船
舷
ヲ
噛
テ
船
擔
ニ
入
リ
、
折
々
船
客
ヲ
驚
カ
シ
ム
。
　
　
二
六
日
（　
　
　
　
　
三
日
） 　
晴
、
風
稍
静
ニ
シ
テ
動
揺
随
テ
休
ム
。
　
　
二
七
日
（　
　
　
　
　
四
日
） 　
晴
、
如
昨
。
　
　
二
八
日
（　
　
　
　
　
五
日
） 　
晴
　
　
二
九
日
（　
　
　
　
　
六
日
） 　
晴
　
　
三
〇
日
（　
　
　
　
　
七
日
） 　
晴
、
風
波
大
ニ
静
シ
テ
海
面
春
色
ヲ
浮
ヘ
リ
。
三
月　
一
日
（　
　
　
　
　
八
日
） 　
晴
、
如
昨
春
気
洋
々
。
　
　
　
二
日
（　
　
　
　
　
九
日
） 　
美
晴
、
東
風
波
ヲ
吹
テ
春
風
勃
然
、
夜
九
時
英
米
ノ
男
女
相
交
リ
一
劇
場
ヲ
催
ス
、
大
ニ
奇
興
ア
リ
。
船
客
積
日
航
海
ノ
苦
情
ヲ
慰
タ
リ
。
　
　
　
三
日
（　
　
　
　
一
〇
日
） 　
快
晴
、
東
風
陣
々
波
濤
静
寧
、
春
色
頗
ル
海
面
ニ
ア
ラ
ハ
ル
。
相
談w
墨
水
ノ
花
応o
盛
、
各
有w
思
郷
ノ
情q
今
日
本
朝
ノ
上
已
ナ
リ
。
　
　
　
四
日
（　
　
　
　
一
一
日
） 　
朗
晴
、
東
風
少
シ
ク
強
キ
ヲ
以
テ
帆
ケ
ス
、
折
々
驟
雨
来
ル
、
横
浜
出
帆
後
波
モ
高
シ
、
幼
年
ノ
生
徒
多
ク
ハ
海
病
ス
、
此
頃
ニ
至
リ
船
旅
ニ
馴
レ
、
大
ニ
元
気
ニ
復
セ
リ
。
　
　
　
五
日
（　
　
　
　
一
二
日
） 　
快
晴
船
東
北
ニ
向
テ
走
ル
、
帆
半
ヲ
揚
ケ
タ
ル
航
海
中
ノ
朗
霽
ト
云
ヘ
シ
。
其
寧
静
真
太
平
海
ナ
リ
。
夕
五
時
器
械
少
シ
損
ス
ル
ノ
由
ニ
テ
車
ヲ
止
メ
暫
時
ニ
テ
前
ノ
如
ク
進
行
セ
リ
。
　
　
　
六
日
（　
　
　
　
一
三
日
） 　
快
晴
、
東
風
来
リ
帆
半
ヲ
揚
タ
リ
。
昨
夜
劇
場
ヲ
催
シ
、
業
中
ニ
発
砲
セ
リ
、
大
ニ
欝
情
ヲ
散
セ
リ
。
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七
日
（　
　
　
　
一
四
日
） 　
日
曜
日
ニ
付
船
中
清
潔
、
順
風
帆
ヲ
満
シ
天
気
晴
朗
船
行
尤
モ
速
ナ
リ
。
蒸
気
ノ
器
械
ヲ
見
ル
其
機
関
ノ
広
大
ト
精
巧
ナ
ル
コ
ト
ヲ
驚
嘆
セ
リ
。
　
　
　
八
日
（　
　
　
　
一
五
日
） 　
快
晴
、
西
北
風
烈
シ
、
船
頗
ル
動
揺
ス
。
　
　
　
九
日
（　
　
　
　
一
六
日
） 　
美
晴
、
無
事
。
　
　
一
〇
日
（　
　
　
　
一
七
日
） 　
晴
、
無
事
着
岸
ノ
用
意
ヲ
ナ
ス
、
大
ニ
繁
騰
ス
、
夜
七
時
頃
ヨ
リ
桑
港
ノ
前
島
上
ノ
一
灯
台
ヲ
見
ル
、
ソ
ノ
明
星
ノ
如
シ
。
船
客
大
ニ
着
岸
ヲ
喜
ヒ
、
明
朝
ヲ
待
ツ
。
　
　
一
一
日
（　
　
　
　
一
八
日
） 　
晴
、
風
波
平
穏
、
朝
六
字
早
起
ス
、「
カ
ル
ホ
ル
ニ
ヤ
」
ノ
山
色
模
糊
、
暁
烟
中
ニ
浮
ヒ
、
朝
霽
シ
テ
景
色
明
晰
タ
リ
。
桑
港
ヲ
右
方
ニ
望
ミ
湊
口
ニ
入
ル
。
四
方
ノ
景
色
自
ラ
異
郷
。
八
時
投
錨
暫
時
ニ
テ
上
陸
、
馬
車
ニ
テ
「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
ニ
入
リ
、
各
室
ニ
入
ル
。
互
ニ
着
岸
ヲ
賀
ス
。
　
揺
れ
る
船
と
船
酔
い
。
日
曜
日
ご
と
に
西
洋
人
た
ち
が
食
堂
で
お
こ
な
う
「
説
法
」。
船
旅
の
退
屈
を
慰
め
る
た
め
英
米
の
男
女
が
交
わ
っ
て
催
す
船
上
で
の
演
劇
会
。
や
が
て
季
節
は
次
第
に
春
め
い
て
き
て
、
隅
田
川
畔
の
桜
の
情
景
が
思
い
浮
ぶ
。
生
徒
た
ち
も
船
に
慣
れ
、
船
酔
い
し
な
く
な
っ
た
。
や
が
て
、
夜
七
時
、
明
星
の
よ
う
な
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
灯
台
の
明
か
り
を
目
に
し
た
船
客
た
ち
は
、
い
よ
い
よ
明
朝
だ
と
、
着
岸
を
待
つ
。
翌
朝
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
情
景
を
眼
前
に
し
つ
つ
、
船
は
港
に
着
岸
し
た
。
　
以
上
は
、
吉
田
清
成
の
記
録
で
あ
る
が
、
同
船
し
て
い
た
小
野
梓
も
ま
た
、
同
様
な
船
旅
を
体
験
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
　
小
野
ら
の
乗
っ
た
船
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
小
野
は
お
そ
ら
く
大
関
・
瀬
谷
と
と
も
に
、
大
陸
横
断
鉄
道
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
私
費
留
学
生
小
野
梓
の
ア
メ
リ
カ
生
活
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
勉
学
と
生
活
の
さ
ま
を
知
る
手
が
か
り
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。「
履
歴
」・「
自
伝
志
料
」
か
ら
、「
法
学
」
を
「
博
士
ヂ
ヨ
ン
ソ
ン
氏
」
か
ら
学
ん
だ
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
け
で
あ
る
。
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他
方
、
荒
船
氏
に
よ
れ
ば
、
大
関
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
イ
ー
ス
ト
ハ
ン
プ
ト
ン
に
あ
る
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
ノ
ー
ザ
ン
プ
ト
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
語
学
留
学
し
た
。
し
か
し
、
病
気
と
な
っ
て
、
同
年
一
二
月
一
九
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
帆
し
て
帰
国
の
途
に
つ
き
、
翌
一
八
七
三
年
四
月
二
七
日
、
横
浜
に
帰
着
し
た
と
さ
れ
る７
。
し
た
が
っ
て
、
大
関
の
帰
国
に
よ
っ
て
学
資
を
絶
た
れ
た
小
野
は
、
経
済
的
な
窮
迫
に
追
い
込
ま
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
際
は
判
然
と
し
な
い
。
二　
大
蔵
省
官
費
留
学
生
化
と
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
動
　
小
野
は
そ
の
後
、
大
蔵
省
の
官
費
留
学
生
と
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
移
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
前
掲
四
点
の
小
野
の
履
歴
書
（
Ａ
〜
Ｄ
）
の
記
載
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
【
Ａ
】
明
治
六
年
二
月
大
蔵
省
の
命
を
以
て
官
費
留
学
生
と
な
り
、
移
つ
て
英
国
龍
動
府
に
居
る
。
【
Ｂ
】
明
治
六
年
二
月
大
蔵
省
の
命
を
以
て
官
費
留
学
生
と
為
り
、
移
り
て
英
国
龍
動
府
に
居
る
。
【
Ｃ
】
明
治
六
年
二
月
大
蔵
卿
の
命
に
依
り
官
費
留
学
生
と
為
り
、
移
り
て
英
国
龍
動
府
に
居
る
。
【
Ｄ
】
明
治
六
年
二
月
大
蔵
省
の
命
を
以
て
官
費
留
学
生
と
為
り
、
移
て
英
国
龍
動
府
に
居
る
。
　
い
ず
れ
も
明
治
六
年
二
月
に
大
蔵
省
の
命
を
以
て
官
費
留
学
生
と
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
移
っ
た
と
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
小
野
自
身
が
記
し
た
「
自
伝
志
料
」
で
は
、「
明
治
五
年
の
某
月
、
大
蔵
省
よ
り
官
費
留
学
生
と
為
し
銀
行
の
事
及
び
其
他
理
財
の
事
を
取
調
ぶ
る
為
め
英
国
龍
動
に
赴
く
べ
き
命
を
受
け
た
り
」
と
な
っ
て
い
て８
、
官
費
留
学
生
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
へ
に
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
時
期
が
履
歴
と
は
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
永
田
『
小
野
梓
』
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て９
、「
自
伝
志
料
」
に
即
し
て
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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明
治
五
年
の
某
月
に
至
り
吉
田
某
氏
の
勧
誘
に
依
り
大
蔵
省
の
官
費
留
学
生
と
し
て
英
京
倫
敦
に
赴
き
銀
行
の
事
及
び
理
財
の
事
を
取
調
ぶ
る
の
命
を
受
け
君
も
之
れ
に
応
じ
た
れ
ば
今
や
此
大
陸
に
訣
別
し
て
再
び
大
洋
を
横
ぎ
ら
さ
る
を
得
さ
る
に
至
り
ぬ
。
　
な
お
、
こ
の
永
田
『
小
野
梓
』
の
記
述
に
は
、「
吉
田
某
氏
の
勧
誘
」
と
い
う
新
た
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
　
小
野
が
官
費
留
学
生
と
な
っ
た
の
は
、
い
つ
な
の
か
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
移
動
し
た
の
は
、
い
つ
な
の
か
。「
自
伝
志
料
」
お
よ
び
永
田
『
小
野
梓
』
の
「
明
治
五
年
の
某
月
」
か
、
四
点
の
履
歴
書
の
「
明
治
六
年
二
月
」
か
。
　
た
だ
し
、
官
費
留
学
生
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
期
と
、
ロ
ン
ド
ン
に
移
っ
た
時
期
と
が
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。「
吉
田
某
氏
の
勧
誘
」
時
と
、「
大
蔵
省
の
官
費
留
学
生
」
決
定
（
命
令
）
時
と
、
ロ
ン
ド
ン
移
動
時
に
は
、
当
然
、
時
期
の
違
い
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
履
歴
書
の
記
載
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
六
年
二
月
は
官
費
留
学
生
と
な
っ
た
時
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
そ
の
後
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
ロ
ン
ド
ン
に
移
っ
た
と
も
読
め
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
履
歴
関
係
の
記
載
事
項
の
詮
索
と
は
別
に
、
明
ら
か
に
在
米
中
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
小
野
義
真
宛
の
二
通
の
書
簡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
るＡ
。
日
付
は
三
月
二
〇
日
と
四
月
四
日
で
、
と
も
に
明
治
六
年
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
明
治
六
年
四
月
四
日
ま
で
、
小
野
は
ア
メ
リ
カ
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
同
年
八
月
二
二
日
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
出
し
た
小
野
義
真
宛
の
書
簡
が
残
っ
て
い
る
か
らＢ
、
小
野
が
ロ
ン
ド
ン
に
移
動
し
た
の
は
、
そ
の
間
の
時
期
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
全
集
』
の
「
年
譜
」
で
は
、
官
費
留
学
生
と
し
て
の
英
国
留
学
時
期
に
つ
い
て
、「
明
治
五
年
の
某
月
」
説
も
、
「
明
治
六
年
二
月
」
説
も
採
用
せ
ず
、
四
月
四
日
の
書
簡
に
関
す
る
記
載
に
つ
づ
け
て
、「
そ
の
後
、
大
蔵
省
官
費
留
学
生
へ
の
任
命
が
内
定
し
、
英
国
に
お
い
て
銀
行
・
理
財
の
勉
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
移
る
」
と
だ
け
記
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
移
っ
た
の
は
、
少
な
く
30
と
も
四
月
四
日
以
降
、
八
月
二
二
日
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
確
定
す
べ
き
手
が
か
り
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
小
野
の
渡
英
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
井
上
琢
智
氏
が
、「
各
国
在
留
公
使
へ
示
達
文
」（
明
治
六
年
三
月
）
の
「
米
国
私
費
留
学
生
姓
名
」
に
は
小
野
の
名
が
あ
る
が
、
同
年
月
の
「
英
国
官
資
留
学
生
姓
名
」
お
よ
び
「
英
国
私
費
留
学
生
姓
名
」
に
は
小
野
の
名
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
「
海
外
留
学
生
改
正
処
分
之
儀
ニ
付
伺
」（
明
治
六
年
七
月
三
日
）
の
「
米
国
私
費
留
学
生
姓
名
」
に
も
小
野
の
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、
渡
英
時
期
は
七
月
三
日
以
降
、
八
月
二
二
日
以
前
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
るＣ
。
　
な
お
、
年
譜
で
大
蔵
省
官
費
留
学
生
へ
の
任
命
を
「
内
定
」
と
表
記
し
た
の
は
、
明
治
七
年
一
月
一
七
日
付
で
、
大
蔵
省
造
幣
課
英
国
留
学
生
長
松
修
蔵
が
病
弱
の
た
め
四
月
を
期
し
て
帰
国
を
命
じ
、
か
ね
て
私
費
で
留
学
中
の
小
野
梓
を
こ
れ
に
か
え
る
旨
の
上
申
が
、
大
蔵
卿
大
隈
重
信
名
で
提
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
るＤ
。
　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
明
治
六
年
三
月
二
〇
日
付
書
簡
は
、
大
関
が
ア
メ
リ
カ
を
去
っ
て
か
ら
三
か
月
後
の
も
の
で
、
あ
て
先
は
小
野
義
真
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
小
野
は
、
岡
本
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
た
め
、
意
の
ご
と
く
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
報
告
し
て
い
る
。
岡
本
と
は
、
大
蔵
大
丞
岡
本
健
三
郎
（
小
野
と
同
じ
高
知
県
の
出
身
）
の
こ
と
で
、
大
蔵
省
官
費
留
学
生
へ
の
採
用
を
岡
本
が
請
け
負
っ
て
く
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
二
週
間
後
の
四
月
四
日
に
は
、
帰
国
す
る
大
蔵
省
租
税
寮
七
等
出
仕
の
由
良
守
応
に
小
野
義
真
宛
の
書
簡
を
託
し
て
お
り
、
書
簡
の
な
か
で
は
、
官
費
留
学
生
と
な
る
こ
と
、
由
良
か
ら
二
五
〇
ド
ル
を
借
金
し
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
由
良
守
応
と
は
、
前
年
、
小
野
ら
と
同
じ
ア
メ
リ
カ
号
に
乗
船
し
て
ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
「
由
良
勧
農
輔
」
の
こ
と
で
あ
る
。
　
で
は
、
永
田
『
小
野
梓
』
が
い
う
小
野
を
勧
誘
し
た
「
吉
田
某
氏
」
と
は
誰
な
の
か
。
小
野
と
同
船
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
経
緯
、
な
ら
び
に
大
蔵
省
留
学
生
に
対
す
る
関
与
の
仕
方
（
こ
の
点
は
「
在
欧
吉
田
少
輔
往
復
書
類
」
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
）
か
ら
み
て
、
吉
田
清
成
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
小
野
に
関
す
る
記
載
を
「
在
欧
吉
田
少
輔
往
復
書
類
」
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
吉
田
が
か
な
り
細
々
と
大
蔵
省
の
留
学
生
の
配
置
や
学
費
な
ど
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
、
対
策
を
講
じ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
書
類
に
よ
っ
て
判
明
す
る
か
ら
で
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あ
る
。
　
明
治
五
年
一
一
月
六
日
付
で
「
井
上
大
蔵
大
輔
」・「
上
野
従
五
位
」・「
渋
沢
従
五
位
」
に
送
っ
た
文
書
の
な
か
で
吉
田
は
、
勧
農
寮
生
徒
に
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
平
原
太
作
」
と
い
う
人
物
に
対
す
る
学
費
の
渡
し
方
、「
諸
生
徒
」
に
対
す
る
経
費
負
担
の
方
法
、
米
国
に
留
学
中
の
「
勧
農
寮
生
徒
梶
山
鼎
助
」
を
英
国
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
、
ま
た
、
相
談
し
て
い
るＥ
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
、
吉
田
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
吉
田
は
明
治
五
年
五
月
三
日
（
陽
暦
六
月
八
日
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
い
、
五
月
一
三
日
（
陽
暦
六
月
一
八
日
）、
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
て
い
たＦ
。
　
こ
れ
に
対
す
る
応
答
が
、
明
治
六
年
二
月
七
日
付
で
大
蔵
大
輔
井
上
馨
が
吉
田
に
送
っ
た
文
書
でＧ
、
そ
の
な
か
で
は
、「
諸
生
徒
」
の
経
費
と
か
か
わ
っ
て
、
先
般
、「
岡
本
土
木
頭
」
が
大
蔵
省
の
大
丞
に
再
任
さ
れ
、「
澳
国
博
覧
会
御
用
掛
」
に
任
命
さ
れ
て
一
月
二
四
日
に
太
平
洋
郵
船
で
出
発
し
た
こ
と
、
岡
本
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
大
蔵
省
か
ら
欧
米
諸
国
に
派
遣
し
た
「
諸
生
徒
」
の
「
取
締
方
」
に
つ
い
て
「
充
分
処
置
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
詳
し
く
申
し
含
め
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
文
書
が
到
着
す
る
ま
で
に
は
、
同
人
と
対
面
し
て
「
始
末
方
」
に
つ
い
て
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
と
の
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
蔵
省
の
留
学
生
関
係
業
務
は
こ
れ
ま
で
「
貴
兄
」（
吉
田
）
が
担
当
し
て
き
た
が
、「
大
地
隔
絶
」
し
て
お
り
、
こ
と
に
主
務
が
多
忙
な
た
め
、
幸
い
岡
本
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
岡
本
に
担
当
さ
せ
る
か
ら
、
岡
本
が
そ
ち
ら
に
到
着
し
た
ら
よ
く
打
ち
合
わ
せ
て
対
処
す
る
よ
う
に
、
な
ど
と
も
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
岩
山
直
樹
」
と
「
由
良
勧
農
助
」
等
は
、
追
々
老
齢
と
も
な
り
、
長
く
滞
在
し
て
も
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
帰
朝
さ
せ
る
よ
う
に
岡
本
大
丞
に
申
し
含
め
て
お
い
た
と
も
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
米
国
留
学
中
の
「
勧
農
生
徒
梶
山
林
（
マ
マ
）助
」
を
、
修
業
の
都
合
か
ら
英
国
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
岡
本
大
丞
に
申
し
含
め
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
「
生
徒
移
転
」
は
許
さ
な
い
方
が
よ
い
と
考
え
る
と
指
示
し
て
い
る
。
　
こ
の
井
上
文
書
は
、
前
年
一
一
月
六
日
付
で
吉
田
が
「
井
上
大
蔵
大
輔
」・「
上
野
従
五
位
」・「
渋
沢
従
五
位
」
に
送
っ
た
文
書
に
対
し
32
て
応
答
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
冒
頭
に
「
第
十
一
号　
壬
申
十
一
月
六
日　
公
信
落
手
正
副
其
他
と
も
逐
一
点
閲
、
御
申
越
之
件
々
委
細
致
承
知
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
明
治
六
年
一
月
一
七
日
に
吉
田
が
井
上
・
渋
沢
に
送
っ
た
文
書
で
も
、
留
学
生
の
こ
と
に
細
々
と
言
及
し
て
お
り
、
こ
れ
は
三
月
一
二
日
に
井
上
ら
の
も
と
に
到
着
し
て
い
るＨ
。
　
一
方
、
四
月
四
日
付
で
吉
田
が
井
上
・
渋
沢
に
宛
て
て
発
し
た
文
書
の
追
伸
で
は
、
岡
本
大
丞
が
四
月
一
日
に
イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
た
の
で
、
会
っ
て
伝
言
を
聞
き
、
そ
の
趣
旨
を
了
解
し
た
と
記
し
て
い
るＩ
。
　
以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
明
治
五
年
一
一
月
、
吉
田
が
大
蔵
省
に
対
し
留
学
生
関
係
に
つ
い
て
照
会
し
、
こ
れ
に
対
し
て
明
治
六
年
二
月
、
井
上
か
ら
委
細
は
ア
メ
リ
カ
経
由
で
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
予
定
の
岡
本
と
相
談
し
て
処
理
す
る
よ
う
に
と
の
回
答
が
送
ら
れ
た
。
そ
の
岡
本
は
一
月
二
四
日
に
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
出
発
し
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
を
経
て
、
四
月
一
日
、
イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
大
蔵
省
の
留
学
生
関
係
の
処
理
を
委
ね
ら
れ
た
岡
本
が
、
ア
メ
リ
カ
で
小
野
に
会
い
、
官
費
留
学
生
へ
の
採
用
と
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
動
を
内
諾
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
赴
い
て
吉
田
と
も
相
談
、
そ
の
後
、
大
蔵
省
に
対
し
て
正
式
の
手
続
き
を
と
り
、
や
が
て
そ
れ
が
翌
年
一
月
の
公
式
処
理
と
な
っ
た
、
と
の
推
定
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
吉
田
の
文
書
に
小
野
に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、
小
野
と
あ
っ
た
岡
本
が
、
一
一
月
時
点
の
吉
田
の
照
会
と
、
明
治
六
年
二
月
の
井
上
（
大
蔵
省
）
の
判
断
を
踏
ま
え
て
、
小
野
に
経
緯
を
話
し
た
と
す
れ
ば
、
官
費
留
学
生
へ
の
採
用
自
体
に
つ
い
て
は
、「
明
治
五
年
某
月
」
に
「
吉
田
某
氏
の
勧
誘
」
が
あ
り
、
「
明
治
六
年
二
月
」
に
採
用
さ
れ
た
と
の
解
釈
も
成
り
立
ち
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
な
お
、
吉
田
は
明
治
六
年
六
月
一
八
日
、
リ
バ
プ
ー
ル
を
発
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
い
て
い
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
移
っ
た
小
野
梓
と
は
、
す
れ
違
い
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
他
方
、
明
治
六
年
一
一
月
に
帰
国
し
た
岡
本
健
三
郎
は
、
い
わ
ゆ
る
征
韓
論
を
め
ぐ
る
政
変
と
か
か
わ
っ
て
辞
職
し
、
明
治
七
年
一
月
、
板
垣
退
助
ら
と
と
も
に
民
撰
議
院
設
立
建
白
書
を
政
府
に
提
出
し
て
、
民
権
論
者
と
な
っ
て
い
く
。
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で
は
、
小
野
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
た
の
は
い
つ
か
。
四
点
の
各
履
歴
の
記
載
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
【
Ａ
】
明
治
七
年
三
月
同
省
よ
り
帰
朝
可p
致
の
命
あ
り
。
依
つ
て
帰
朝
す
。
【
Ｂ
】
明
治
七
年
同
省
よ
り
帰
朝
を
命
ぜ
ら
れ
帰
朝
す
。
【
Ｃ
】
明
治
七
年
三
月
大
蔵
卿
帰
朝
を
命
ず
。
同
年
五
月
帰
朝
す
。
【
Ｄ
】
明
治
七
年
三
月
大
蔵
省
帰
朝
を
命
ず
。
同
年
五
月
帰
朝
す
。
　
明
治
七
年
三
月
、
大
蔵
省
か
ら
帰
国
命
令
が
あ
り
、
同
年
五
月
に
帰
国
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
時
期
の
点
に
つ
い
て
「
自
伝
志
料
」
の
記
載
と
の
間
に
齟
齬
は
な
い
が
、
経
緯
・
経
路
に
つ
い
て
は
「
自
伝
志
料
」
の
方
が
か
な
り
詳
し
いＪ
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
エ
ジ
プ
ト
を
経
由
し
、
し
ば
ら
く
滞
留
し
た
う
え
で
、
ス
エ
ズ
運
河
を
経
て
横
浜
に
至
る
「
支
那
太
平
洋
航
行
会
社
」
の
「
バ
ン
ケ
ー
バ
」
と
い
う
汽
船
に
乗
っ
て
、「
明
治
七
年
某
月
」、
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
し
た
。
そ
し
て
、
大
西
洋
・
地
中
海
を
経
、
エ
ジ
プ
ト
の
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に
寄
港
・
上
陸
し
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
、
カ
イ
ロ
で
エ
ジ
プ
ト
の
古
跡
を
見
学
し
た
う
え
で
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に
還
り
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
し
、
紅
海
に
出
て
、
イ
ン
ド
・
清
国
を
経
、「
明
治
七
年
五
月
廿
二
日
」
に
帰
国
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
八
七
四
年
五
月
三
〇
日
付
の
〝T
he Japan W
eekly M
ail
〞
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
蒸
気
船V
ancouver
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
香
港
を
経
由
し
て
五
月
二
五
日
、
横
浜
港
に
到
着
し
て
お
り
、
そ
の
乗
船
者
と
し
て
「M
r. O
no
」
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
な
お
、
当
時
、
旅
券
は
台
帳
と
照
合
の
う
え
で
発
給
さ
れ
、
帰
国
後
、
こ
れ
を
返
納
す
る
と
い
う
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
小
野
の
ア
メ
リ
カ
行
き
の
旅
券
は
「
壬
申
二
月
十
四
日
」、
す
な
わ
ち
明
治
五
年
二
月
一
四
日
に
発
給
さ
れ
、
帰
国
後
の
「
八
年
一
月
七
日
」
に
「
返
納
」
さ
れ
て
い
る
。
発
給
日
は
大
関
・
瀬
谷
も
同
日
で
あ
る
が
、
返
納
に
つ
い
て
は
、
大
関
が
明
治
六
年
五
月
三
日
、
瀬
谷
が
明
治
六
年
五
月
一
五
日
と
な
っ
て
い
るＫ
。
34
お
わ
り
に
　
以
上
の
検
証
作
業
を
通
じ
て
確
定
・
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
履
歴
事
項
に
即
し
て
、「
年
譜
」
の
米
英
留
学
関
係
記
載
を
修
正
す
れ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
に
な
る
（
確
定
事
項
は
太
字
で
表
記
）。
い
ま
だ
不
確
定
要
素
は
多
々
あ
る
が
、
最
低
限
の
確
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
小
野
の
米
英
留
学
に
関
し
て
言
及
す
る
際
、
こ
れ
に
依
ら
れ
た
い
。
　
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
二
月
一
八
日
（
陽
暦
三
月
二
六
日
、
以
下
同
）、
大
関
増
勤
（
旧
黒
羽
藩
主
）
の
随
行
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
号
で
横
浜
を
出
港
、
渡
米
の
途
に
つ
く
（
一
年
間
分
の
学
費
一
〇
〇
〇
ド
ル
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
の
旅
費
三
七
八
ド
ル
余
は
大
関
が
負
担
）。
三
月
一
一
日
（
四
月
一
八
日
）、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
。
　
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
三
月
頃
、
澳
国
博
覧
会
御
用
掛
と
し
て
ア
メ
リ
カ
経
由
で
イ
ギ
リ
ス
に
向
か
う
途
中
の
大
蔵
大
丞
岡
本
健
三
郎
と
会
い
、
大
蔵
省
官
費
留
学
生
と
な
る
こ
と
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
。
そ
の
後
、
官
費
留
学
生
と
な
る
こ
と
が
内
定
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
移
る
（
七
月
三
日
以
降
、
八
月
二
二
日
以
前
か
）。
　
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
蒸
気
船
バ
ン
ク
ー
バ
ー
号
に
乗
り
帰
国
の
途
に
つ
く
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
香
港
を
経
由
し
て
五
月
二
五
日
、
横
浜
港
に
到
着
。
註（
１
） 
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
小
野
梓
全
集
』
第
五
巻
（
以
下
『
全
集
』
と
表
記
）、
早
稲
田
大
学
、
一
九
八
二
年
、
三
一
三
頁
。
（
２
） 
永
田
新
之
允
『
小
野
梓
』
冨
山
房
、
一
八
九
七
年
、
三
三
〜
三
四
頁
。
（
３
） 
西
村
眞
次
『
小
野
梓
伝
』
冨
山
房
、
一
九
三
五
年
、
三
四
頁
。
（
４
） 
荒
船
俊
太
郎
「
資
料
紹
介　
小
野
梓
留
学
関
係
資
料
」（『
早
稲
田
学
報
』
二
〇
一
〇
年
二
月
）、
五
〇
〜
五
三
頁
。
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（
５
） 
大
内
兵
衛
・
土
屋
喬
雄
編
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
一
〇
巻
（
以
下
『
集
成
』
と
表
記
）、
改
造
社
、
一
九
三
五
年
、
二
六
七
頁
。
（
６
） 
『
集
成
』
二
六
五
〜
二
六
七
頁
。
（
７
） 
大
関
家
文
書
中
の
「
増
勤
様
米
国
留
学
関
係
書
」
に
よ
る
。
（
8
） 
『
全
集
』
三
一
四
頁
。
（
９
） 
永
田
新
之
允
『
小
野
梓
』、
三
六
頁
。
（
10
） 
『
全
集
』
二
〇
〇
〜
二
〇
二
頁
。
（
11
） 
『
全
集
』
二
〇
二
〜
二
〇
三
頁
。
（
12
） 
井
上
琢
智
「
小
野
梓
の
修
業
時
代
│
小
野
梓
宛
伊
賀
陽
太
郎
書
簡
下
書
き
か
ら
│
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
一
巻
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
五
〇
頁
。
（
13
） 
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
に
よ
る
。
（
14
） 
『
集
成
』
三
四
六
〜
三
四
八
頁
。
（
15
） 
『
集
成
』
七
頁
。
（
16
） 
『
集
成
』
三
五
三
〜
三
五
五
頁
。
（
17
） 
『
集
成
』
三
五
九
〜
三
六
一
頁
。
（
18
） 
『
集
成
』
三
九
二
頁
。
（
19
） 
『
全
集
』
三
一
六
頁
。
（
20
） 
外
交
史
料
館
所
蔵
「
本
官
勘
合
帳　
外
国
官
一
号
」（
た
だ
し
、
小
野
一
雄
氏
ブ
ロ
グ
掲
載
の
同
資
料
に
よ
る
）。
